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老
子
を
「
柱
下
の
史
」
と
す
る
説
に
つ
い
て
井
　
上
　
　
　
了
は
じ
め
に
老
子
に
つ
い
て
、『
荘
子
』
天
道
は
「
孔
子
西
蔵
書
於
周
室
。
子
路
謀
曰
、
由
聞
、
周
之
徴
蔵
史
0
0
0
0
0
有
老
聃
者
、
免
而
帰
居
。
夫
子
欲
蔵
書
、
則
試
往
因
焉
。」
と
い
い）1
（
、『
史
記
』
老
子
韓
非
列
伝
は
「
老
子
…
…
姓
李
氏
、
名
耳
、
字
耼
、
周
守
蔵
室
之
史
0
0
0
0
0
0
也
。
孔
子
適
周
、
将
問
礼
於
老
子
。」
と
い
う）2
（
。
漢
初
に
は
、老
子
は
周
の
「
徴
蔵
史
」・「
守
蔵
室
之
史
」
だ
っ
た
と
さ
れ
、
こ
れ
は
書
籍
に
係
る
官
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
い
っ
ぽ
う
『
列
仙
伝
』
に
は
「
老
子
姓
李
名
耳
、
字
伯
陽
、
陳
人
也
。
生
於
殷
時
、
為
周
柱
下
史
0
0
0
0
。」
と）3
（
、
ま
た
蔡
邕
「
玄
文
先
生
李
子
材
銘
」
に
は
「
其
祖
李
伯
陽
、
周
柱
下
史
0
0
0
0
、
覿
衰
世
而
遁
焉
。」
と
あ
っ
て）4
（
、
遅
く
と
も
後
漢
桓
帝
期
に
は
老
子
（
李
伯
陽
）
が
周
の
「
柱
下
史
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
六
朝
以
降
に
は
「
柱
下
」
は
老
子
の
代
名
詞
と
な
り
、「
見
柱
下
0
0
之
経
二
、睹
濠
上
0
0
之
篇
七
。」（
謝
霊
運
「
山
居
賦
」）・「
詩
必
柱
下
0
0
之
旨
帰
、賦
乃
漆
園
0
0
之
義
疏
。」（『
文
心
雕
龍
』
時
序
）
の
よ
う
に
常
用
さ
れ
た）5
（
。
と
こ
ろ
で
、『
左
伝
』・『
国
語
』
や
『
礼
記
』
に
は
、「
大
史
」・「
祝
史
」・「
閭
史
」
等
は
見
え
る
が
「
柱
下
史
」
な
る
官
は
見
あ
た
ら
ず
、
そ
も
そ
も
「
柱
下
史
」
が
何
を
掌
る
官
な
の
か
も
、ま
た
こ
れ
と
「
徴
蔵
史
」・「
守
蔵
室
之
史
」
と
の
関
係
も
判
然
と
し
な
い
。
た
と
え
ば
『
史
記
索
隠
』
は
「
柱
下
史
」
を
「
蔵
室
史
」
と
同
一
視
し
て
「
按
、
蔵
室
史
、
周
蔵
書
室
之
史
也
。
又
張
蒼
伝
『
老
子
為
柱
下
史
』、
蓋
即
蔵
室
之
柱
下
0
0
0
0
0
、
因
以
為
官
名
。」
と
す
る）6
（
。
一
方
で
『
列
仙
伝
』
は
「
柱
下
史
」
と
「
守
蔵
史
」
と
を
別
物
と
み
て
「
老
子
…
…
為
周
柱
下
史
。
好
養
精
気
、
貴
接
而
不
施
、
転
為
守
蔵
史
0
0
0
0
0
。」
と
し
て
い
る）7
（
。本
稿
で
は
、
老
子
を
「
柱
下
史
」
と
す
る
説
が
、
秦
の
「
柱
下
御
史
」
で
あ
っ
た
張
蒼
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
こ
れ
が
前
漢
景
帝
期
以
降
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
集
刊
東
洋
学 
第
一
一
六
号 
平
成
二
十
九
年
一
月 
一
一
〇
－
一
一
七
頁
111 老子を「柱下の史」とする説について（井上）
「
秦
の
柱
下
史
」
張
蒼
先
に
見
た
よ
う
に
、
老
子
を
「
柱
下
史
」
と
す
る
言
説
は
後
漢
以
降
に
見
え
、
戦
国
以
前
に
は
「
柱
下
史
」
の
用
例
す
ら
確
実
な
も
の
は
得
ら
れ
な
い
。
管
見
の
限
り
で
は
、
秦
の
「
御
史0
」
で
あ
っ
た
張
蒼
が
「
主
柱
下
0
0
方
書
」
し
、
蕭
何
が
こ
れ
を
「
秦
時
為
柱
下
史
0
0
0
」
と
称
し
た
と
い
う
一
例
を
得
る
の
み
で
あ
る
。
張
蒼
は
戦
国
魏
の
安
釐
王
の
時
に
生
ま
れ
、
統
一
秦
の
御
史
と
な
っ
た
。
劉
邦
に
従
い
戦
功
あ
っ
て
北
平
侯
と
さ
れ
た
が
、
計
相
と
し
て
実
務
に
従
い
、
諸
侯
で
あ
り
な
が
ら
蕭
何
の
相
国
府
に
居
し
て
郡
国
か
ら
の
上
計
を
領
主
し
た
。
こ
の
破
格
の
人
事
は
、「
自
秦
時
為
柱
下
史
、
明
習
天
下
図
書
計
籍
」
と
い
う
経
歴
・
能
力
を
蕭
何
に
見
込
ま
れ
た
か
ら
だ
と
い
う）8
（
。
張
蒼
は
後
に
淮
南
国
の
相
か
ら
御
史
大
夫
に
進
み
、
呂
氏
誅
滅
の
際
に
は
代
王
を
擁
立
し
て
、
文
帝
四
年
に
は
丞
相
へ
と
進
ん
だ）9
（
。
と
こ
ろ
で
張
蒼
は
、行
政
文
書
の
み
な
ら
ず
図
書
一
般
に
も
通
じ
、
と
く
に
律
暦
を
善
く
す
る
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
漢
初
に「
緒
正
律
暦
」
し
た
が
漢
を
水
徳
と
し
て
秦
の
十
月
歳
首
を
改
め
ず
、
文
帝
期
に
公
孫
臣
が
唱
え
た
漢
土
徳
説
に
も
丞
相
と
し
て
反
対
し
た
。
と
こ
ろ
が
文
帝
十
五
年
に
黄
龍
が
出
現
す
る
と
公
孫
臣
は
博
士
と
さ
れ
、
張
蒼
は
後
元
二
年
に
免
職
さ
れ
て
十
年
後
の
景
帝
前
五
年
に「
百
有
余
歳
」
で
薨
じ
た
と
い
う）10
（
。
な
お『
漢
書
』高
恵
高
后
文
功
臣
表
は
王
恬
啓
が
高
祖
五
年
に「
郎
中
・
柱
下
令0
」
と
さ
れ
た
と
い
う
が）11
（
、
こ
れ
以
外
に
「
柱
下
令
」
の
任
免
記
事
は
見
え
な
い
。
ま
た
王
莽
は
（
お
そ
ら
く
擬
古
的
に
）「
柱
下
五
史
」
を
置
い
た
が
、
こ
れ
は
君
主
の
言
行
を
記
録
す
る
官
と
さ
れ
た）12
（
。
張
蒼
は
「
柱
下
史
」
と
し
て
史
上
ほ
ぼ
唯
一
の
存
在
と
い
え
る）13
（
。
「
徴
蔵
史
」
か
ら
「
柱
下
史
」
へ
張
蒼
は
秦
の
「
御
史
」
だ
っ
た
と
い
う
が
、
彼
の
年
齢
や
後
の
経
歴
か
ら
も
、
こ
れ
は
御
史
大
夫
と
い
っ
た
高
官
で
は
な
く
侍
御
史
の
類
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る）14
（
。
蕭
何
は
彼
を
秦
の
「
柱
下
史
」
と
称
し
た
が
、「
柱
下
史
」
と
は
殿
柱
の
下
に
侍
立
す
る
御
史
を
指
す
よ
う
で）15
（
、
『
史
記
索
隠
』
は
「
周
秦
皆
有
柱
下
史
、
謂
御
史
也
。
所
掌
及
侍
立
恒
在
殿
柱
之
下
。」
と
、『
漢
書
』
顔
注
は
「
柱
下
、
居
殿
柱
之
下
、
若
今
侍
立
御
史
矣
。」
と
い
う
。
あ
る
い
は
張
蒼
へ
の
敬
意
か
ら
蕭
何
が
創
出
し
た
雅
称
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い）16
（
。「
柱
下
史
」
が
図
書
管
理
官
で
は
な
く
、
数
多
い
侍
御
史
の
う
ち
た
ま
た
ま
張
蒼
が
方
書
を
主
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
老
子
が
周
の
柱
下
史
だ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
周
の
蔵
書
を
司
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。
と
こ
ろ
で
張
蒼
は
「
蕭
何
次
律
令
、
韓
信
申
軍
法
、
張
蒼
為
章
程
、
112
叔
孫
通
定
礼
儀
。」（『
史
記
』
太
史
公
自
序
）
と
称
さ
れ
、彼
が
主
っ
た「
方
書
」と
は
古
典
籍
で
は
な
く
行
政
文
書
を
指
す
と
さ
れ
る）17
（
。『
史
記
』
の
時
点
で
は
、
張
蒼
は
古
文
献
の
伝
承
者
と
い
う
よ
り
も
実
務
家
・
政
治
家
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
「
明
習
天
下
図
書
計
籍
」・「
無
所
不
観
、
無
所
不
通）18
（
」
と
い
う
彼
は
、
前
漢
後
期
以
降
に
は
古
籍
伝
承
の
系
譜
へ
と
組
み
込
ま
れ
た
。
た
と
え
ば
劉
徽
は
張
蒼
を
『
九
章
算
術
』
の
編
者
（
輯
佚
者
）
の
一
人
と
し
た
が）19
（
、彼
の
権
威
は
算
術
の
み
な
ら
ず
経
学
に
ま
で
及
ん
で
い
く
。『
漢
書
』
儒
林
伝
は
漢
初
に
『
左
伝
』
を
修
め
た
者
と
し
て
張
蒼
・
賈
誼
・
張
敞
・
劉
公
子
を
列
挙
し
て
お
り）20
（
、
劉
向
『
別
録
』
は
張
蒼
が
荀
子
か
ら
『
左
伝
』
を
受
け
た
と
す
る）21
（
。
張
蒼
少
年
が
晩
年
の
荀
子
に
師
事
し
た
と
い
う
の
は
、
年
代
的
に
不
可
能
で
は
な
い
が
現
実
的
で
も
あ
る
ま
い）22
（
。
許
慎
に
至
っ
て
は
張
蒼
が
『
左
伝
』
を
献
上
し
た
と
い
う）23
（
。
し
か
し
『
春
秋
』（『
公
羊
伝
』）
が
竹
帛
に
著
さ
れ
た
の
は
前
漢
景
帝
期
と
言
わ
れ
、
現
に
『
公
羊
』
の
経
文
は
景
帝
の
諱
を
避
け
て
い
る）24
（
。『
公
羊
』
の
出
現
に
先
ん
じ
て
張
蒼
が
『
左
伝
』
を
献
上
し
て
い
た
と
は
信
じ
が
た
い
。
こ
れ
ら
は
み
な
『
左
伝
』
を
権
威
づ
け
る
た
め
の
附
会
で
、お
そ
ら
く
は
前
漢
末
頃
に
出
た
説
話
だ
ろ
う
。
秦
始
皇
の
「
御
史
」・「
柱
下
史
」
と
し
て
図
書
計
籍
に
通
じ
、
景
帝
の
時
に
な
お
存
命
で
あ
っ
た
張
蒼
は
、
単
な
る
能
吏
で
は
な
く
、
前
代
の
学
問
を
漢
朝
へ
伝
え
た
、
い
わ
ば
古
典
の
守
護
者
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
老
子
も
ま
た
礼
の
伝
承
者
・
古
典
文
化
の
保
存
者
と
さ
れ
、
孔
子
が
蔵
書
を
求
め
る
ほ
ど
の
者
と
さ
れ
て
い
た
。
本
来「
周
の
徴
蔵
史
」
だ
っ
た
老
子
が
「
周
の
柱
下
史
」
と
さ
れ
た
の
は
、
秦
の
柱
下
史
で
あ
り
な
が
ら
図
書
に
通
じ
て
い
た
張
蒼
の
イ
メ
ー
ジ
に
牽
か
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
何
と
い
っ
て
も
張
蒼
は
、歴
史
上
唯
一
の「
柱
下
史
」
だ
っ
た
の
だ
。
老
莱
子
と
張
蒼
老
子
と
同
一
人
物
あ
る
い
は
老
子
の
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
と
も
さ
れ
て
い
る
老
莱
子
は
、
楚
の
賢
者
で
あ
り
孔
子
に
教
え
を
垂
れ
た
者
と
さ
れ
る
が）25
（
、
七
十
歳
を
過
ぎ
て
な
お
両
親
の
も
と
で
嬰
児
の
ご
と
く
戯
れ
た
者
と
も
伝
え
ら
れ
る）26
（
。
蔡
邕
「
胡
公
碑
」
に
「
雖
老
莱
子
、
嬰
児
其
服
。」
と
、
ま
た
武
氏
墓
石
祠
の
画
像
石
に
「
老
莱
子
、
楚
人
也
。
事
親
至
孝
。
衣
服
斑
連
、
嬰
児
之
態
、
令
親
有
驩
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら）27
（
、
こ
の
説
話
も
後
漢
桓
帝
期
に
は
す
で
に
存
在
し
た
ら
し
い
。
い
っ
ぽ
う
張
蒼
は
、
七
十
代
で
御
史
大
夫
と
な
り
、
さ
ら
に
丞
相
へ
と
進
ん
で
九
十
代
ま
で
そ
の
職
を
保
っ
た
。
公
孫
臣
の
漢
土
徳
説
に
敗
れ
る
形
で
引
退
し
た
が
、
百
歳
を
超
え
て
「
口
中
無
歯
、
食
乳
、
女
子
為
乳
母
。」
と
さ
れ
、
ま
た
「
妻
妾
以
百
数
、
嘗
孕
者
不
復
幸
。」
と
も
伝
え
ら
れ
る）28
（
。
七
十
を
過
ぎ
て
な
お
両
親
の
も
と
で
嬰
児
の
ご
と
く
戯
れ
た
老
莱
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子
と
、
百
歳
を
超
え
て
女
子
の
乳
を
常
飲
し
た
張
蒼
と
の
類
似
は
、
本
来
た
だ
の
偶
然
だ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
老
莱
子
は
『
史
記
』
に
お
い
て
す
で
に
老
子
と
同
一
視
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、
人
乳
を
常
飲
し
暦
数
の
術
に
も
長
じ
た
張
蒼
は
、
後
人
か
ら
仙
術
・
長
生
術
の
実
践
者
と
も
見
な
さ
れ
た
。『
抱
朴
子
』
は
「
漢
丞
相
張
蒼
、偶
得
小
術
、
吮
婦
人
乳
汁
、得
一
百
八
十
歳
。
此
蓋
道
之
薄
者）29
（
」
と
、白
居
易
「
寄
盧
少
尹
」
は
「
張
倉
何
為
者
、
染
愛
浩
無
際
。
妾
媵
填
後
房
、
竟
寿
百
余
歳
。」
と
い
う）30
（
。
周
の
「
徴
蔵
史
」・「
守
蔵
室
之
史
」
と
さ
れ
て
い
た
老
子
が
「
柱
下
史
」
と
さ
れ
た
の
は
、
秦
の
「
柱
下
史
」
で
あ
っ
た
張
蒼
と
の
混
同
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
あ
る
い
は
老
莱
子
の
イ
メ
ー
ジ
が
媒
介
と
な
っ
て
生
じ
た
現
象
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
や
は
り
老
子
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
長
命
者
の
彭
祖
は
、
殷
の
末
世
に
七
百
六
十
歳
で
「
喪
四
十
九
妻
、
失
五
十
四
子
」
と
い
う）31
（
。
本
来
こ
れ
は
彭
祖
の
長
命
を
印
象
づ
け
る
た
め
創
出
さ
れ
た
台
詞
だ
ろ
う
が
、
強
い
て
言
え
ば
、
張
蒼
の
「
妻
妾
以
百
数
、
嘗
孕
者
不
復
幸
。」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
重
な
ら
な
く
も
な
い
。
ま
と
め
本
来
「
柱
下
」
と
は
柱
下
に
侍
立
す
る
御
史
（
侍
御
史
）
を
指
す
語
で
あ
っ
た
。「
柱
下
史
」
が
特
定
の
官
職
の
ご
と
く
に
呼
ば
れ
、
行
政
文
書
な
ら
ぬ
古
典
文
献
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
張
蒼
に
始
ま
る
。
張
蒼
は
秦
の
侍
御
史
か
ら
漢
の
丞
相
と
な
り
、
ま
た
『
左
伝
』
伝
承
の
系
譜
に
組
み
込
ま
れ
て
前
代
の
文
化
を
漢
へ
伝
え
た
者
と
さ
れ
た
。
い
っ
ぽ
う
老
子
は
周
の
徴
蔵
史
あ
る
い
は
守
蔵
室
の
史
と
言
わ
れ
、
周
の
礼
を
孔
子
へ
伝
え
た
者
と
さ
れ
た
。
ま
ず
こ
の
点
に
お
い
て
、
徴
蔵
史
の
老
子
と
柱
下
史
の
張
蒼
と
の
類
似
は
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
老
子
と
し
ば
し
ば
同
一
視
さ
れ
る
老
莱
子
の
説
話
と
張
蒼
の
飲
乳
や
長
命
の
逸
話
と
が
混
同
さ
れ
る
余
地
は
十
分
に
あ
る
。
老
莱
子
や
周
太
史
儋
な
ど
老
子
の
モ
チ
ー
フ
と
さ
れ
る
者
た
ち
の
列
に
張
蒼
を
加
え
る
こ
と
は
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。
本
来
「
周
の
徴
蔵
史
」・「
守
蔵
室
之
史
」
と
さ
れ
て
い
た
老
子
を
「
周
の
柱
下
史
」
と
す
る
説
は
、
張
蒼
の
経
歴
に
牽
か
れ
て
官
名
が
混
同
さ
れ
生
じ
た
も
の
と
考
え
た
い
。
こ
の
説
は
後
漢
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
が
、
張
蒼
が
薨
じ
た
前
漢
景
帝
期
よ
り
溯
る
も
の
で
は
な
い
。
　
注
（
1
）　
『
続
古
逸
叢
書
』
景
宋
本
『
南
華
真
経
』。
（
2
）　
『
史
記
』
及
び
三
家
注
は
中
華
書
局
点
校
本
を
用
い
る
。『
史
記
索
隠
』
は
「
有
本
字
伯
陽
」
と
異
文
を
指
摘
す
る
が
、「
字
伯
陽
」
は
『
史
記
』
本
来
の
文
で
は
な
く
『
列
仙
伝
』
か
ら
の
混
入
と
さ
れ
る
。
武
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内
義
雄
『
老
子
原
始
』（
弘
文
堂
書
房
、
大
正
十
五
年
）
等
を
参
照
。
（
3
）　
『
正
統
道
蔵
』
本
。『
列
仙
伝
』
は
前
漢
末
の
劉
向
の
著
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
後
漢
の
作
と
さ
れ
る
。
余
嘉
錫
『
四
庫
提
要
弁
証
』
等
を
参
照
。
（
4
）　
『
四
部
叢
刊
』
景
明
雪
蘭
堂
排
印
本
『
蔡
中
郎
集
』。
（
5
）　
東
晋
の
李
充
「
弔
嵇
中
散
」
に
「
寧
漆
園
0
0
之
逍
遥
、
安
柱
下
0
0
之
得
一
。」
と
あ
る
の
が
比
較
的
早
い
例
だ
ろ
う
（『
太
平
御
覧
』
五
百
九
十
六
）。
な
お
『
漢
書
』
東
方
朔
伝
賛
引
詩
に
「
首
陽
為
拙
、
柱
下
0
0
為
工
。」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
老
子
で
は
な
く
柳
下
恵
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
、『
三
国
志
』
徐
胡
二
王
伝
注
が
引
い
て
「
柳
下
0
0
為
工
」
に
作
る
の
が
正
し
い
（
い
ず
れ
も
中
華
書
局
点
校
本
）。
（
6
）　
『
史
記
索
隠
』
は
「
又
張
蒼
伝
『
老
子
為
柱
下
史
』」
と
い
う
が
、
現
行
の
『
史
記
』
張
丞
相
列
伝
や
『
漢
書
』
張
周
趙
任
申
屠
伝
に
は
該
当
す
る
文
が
見
え
な
い
。『
史
記
』
張
丞
相
列
伝
の
（
本
文
で
は
な
く
）『
索
隠
』
に
「
老
子
為
周
柱
下
史
」
と
、『
礼
記
』
曽
子
問
の
孔
疏
に
「
按
、『
史
記
』
云
、老
聃
…
…
為
周
柱
下
史
。
或
為
守
蔵
史
。」
と
あ
り
、『
二
十
二
史
考
異
』
は
「
蒼
伝
但
云
『
秦
時
為
御
史
主
柱
下
方
書
』、
未
嘗
及
老
子
。
一
本
作
『
張
湯
伝
』、
尤
誤
。」
と
い
う
。
（
7
）　
さ
ら
に
『
高
士
伝
』（『
水
経
注
』
引
）
は
「
老
子
為
周
柱
下
史
。
及
周
衰
、
乃
以
官
隠
、
為
周
守
蔵
室
史
。」
と
い
う
（『
四
部
叢
刊
』
景
武
英
殿
聚
珍
本
）。
老
子
を
史
官
と
す
る
説
と
隠
者
と
す
る
説
と
の
調
停
を
試
み
た
も
の
だ
ろ
う
が
、「
官
隠
」
と
い
う
発
想
は
漢
代
以
前
の
も
の
で
は
有
り
得
ま
い
。
（
8
）　
蕭
何
が
行
政
文
書
を
重
視
し
た
こ
と
は
、咸
陽
入
城
の
際
ま
ず「
秦
丞
相
御
史
律
令
図
書
」
を
接
収
し
た
と
い
う
逸
話
（『
史
記
』
蕭
相
国
世
家
等
）
に
よ
っ
て
も
強
調
さ
れ
る
。
（
9
）　
『
史
記
』
張
丞
相
列
伝
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
　
　
 
張
丞
相
蒼
者
、
陽
武
人
也
。
好
書
律
暦
。
秦
時
為
御
史
、
主
柱
下
方
書
。
有
罪
、
亡
帰
。
及
沛
公
略
地
過
陽
武
、
蒼
以
客
従
攻
南
陽
。
…
…
蒼
以
代
相
従
攻
臧
荼
有
功
、
以
六
年
中
封
為
北
平
侯
、
食
邑
千
二
百
戸
。
遷
為
計
相
、
一
月
、
更
以
列
侯
為
主
計
四
歳
。
是
時
蕭
何
為
相
国
、
而
張
蒼
乃
自
秦
時
為
柱
下
史
、
明
習
天
下
図
書
計
籍
。
蒼
又
善
用
算
律
暦
、
故
令
蒼
以
列
侯
居
相
府
、
領
主
郡
国
上
計
者
。
黥
布
反
亡
、
漢
立
皇
子
長
為
淮
南
王
、
而
張
蒼
相
之
。
十
四
年
、
遷
為
御
史
大
夫
。
…
…
蒼
与
絳
侯
等
尊
立
代
王
為
孝
文
皇
帝
。
四
年
、
丞
相
灌
嬰
卒
、
張
蒼
為
丞
相
。
 
　
な
お
『
漢
書
』
張
周
趙
任
申
屠
伝
は
『
史
記
』
の
「
柱
下
史
」
を
「
柱
下
御0
史
」
に
作
り
、
ま
た
敘
伝
下
は
「
北
平
志
古
、
司
秦
柱
下
0
0
0
0
、
定
漢
章
程
、律
度
之
緒
。」と
い
う
が
、い
ず
れ
に
せ
よ
漢
代
か
ら
溯
っ
た
評
語
で
、
秦
代
に
「
柱
下
史
」
の
官
名
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
必
ず
し
も
な
ら
な
い
。
 
　
『
開
元
占
経
』
巻
六
十
九
「
甘
氏
中
官
占
五
」
に
「
甘
氏
曰
、
柱
下
史
一
星
、在
北
極
東
北
。」
と
あ
る
が
（
文
淵
閣
『
四
庫
全
書
』
本
）、
柱
下
史
星
は
『
漢
書
』
天
文
志
や
『
史
記
』
天
官
書
等
に
見
え
ず
、
張
淵
「
観
象
賦
」（『
魏
書
』
引
）
あ
た
り
が
初
出
の
よ
う
で
、
戦
国
期
の
甘
徳
に
ま
で
溯
り
得
る
星
名
と
は
考
え
が
た
い
。
（
10
）　
『
史
記
』
張
丞
相
列
伝
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
 
　
　
 
自
漢
興
至
孝
文
二
十
余
年
、
会
天
下
初
定
、
将
相
公
卿
皆
軍
吏
。
張
蒼
為
計
相
時
、
緒
正
律
暦
。
以
高
祖
十
月
始
至
霸
上
、
因
故
秦
時
本
以
十
月
為
歳
首
、
弗
革
。
推
五
徳
之
運
、
以
為
漢
当
水
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徳
之
時
、
尚
黒
如
故
。
吹
律
調
楽
、
入
之
音
声
、
及
以
比
定
律
令
。
若
百
工
、
天
下
作
程
品
。
至
於
為
丞
相
、
卒
就
之
。
故
漢
家
言
律
暦
者
、
本
之
張
蒼
。
蒼
本
好
書
、
無
所
不
観
、
無
所
不
通
、
而
尤
善
律
暦
。
…
…
蒼
為
丞
相
十
余
年
、
魯
人
公
孫
臣
上
書
言
漢
土
徳
時
、
其
符
有
黄
龍
当
見
。
詔
下
其
議
張
蒼
、
張
蒼
以
為
非
是
、
罷
之
。
其
後
黄
龍
見
成
紀
、
於
是
文
帝
召
公
孫
臣
以
為
博
士
、
草
土
徳
之
暦
制
度
、
更
元
年
。
張
丞
相
由
此
自
絀
、
謝
病
称
老
。
蒼
任
人
為
中
候
、
大
為
姦
利
、
上
以
譲
蒼
、
蒼
遂
病
免
。
蒼
為
丞
相
十
五
歳
而
免
。
孝
景
前
五
年
、
蒼
卒
。
謚
為
文
侯
。
 
　
ま
た
『
漢
書
』
律
暦
志
上
は
「
漢
興
、
北
平
侯
張
蒼
首
律
暦
事
。」
と
す
る
が
「
庶
事
草
創
、
襲
秦
正
朔
。
以
北
平
侯
張
蒼
言
、
用
顓
頊
暦
。」
と
も
い
う
。
（
11
）　
た
だ
し
百
官
公
卿
表
下
は
「
郎
中
令
」
と
す
る
。
ま
た
『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
は
「
啓
」
字
を
避
け
て
「
王
恬
開0
」
に
作
る
。
（
12
）　
『
漢
書
』
王
莽
伝
上
に
「
居
摂
元
年
正
月
…
…
置
柱
下
五
史
、
秩
如
御
史
、
聴
政
事
、
侍
旁
、
記
疏
言
行
。」
と
、『
通
典
』
に
「
王
莽
時
、
置
柱
下
五
史
。
秩
如
御
史
、
聴
事
侍
傍
、
記
其
言
行
、
此
又
起
居
之
職
。」
と
あ
る
。
な
お
応
劭
『
漢
官
儀
』
は
「
侍
御
史
、周
官
也
。
為
柱
下
史
0
0
0
、
冠
法
冠
。
一
曰
柱
後
、
以
鉄
為
柱
、
言
其
審
固
不
撓
。」
と
し
て
お
り
、
柱
下
史
と
侍
御
史
と
を
同
一
視
す
る
（『
太
平
御
覧
』
六
百
八
十
五
引
。
同
二
百
二
十
七
引
略
同
）。
（
13
）　
『
南
斉
書
』
や
『
南
史
』
に
劉
宋
明
帝
が
南
台
御
史
の
賀
臧
（
あ
る
い
は
賀
咸0
）
を
「
柱
下
史
」
に
任
じ
た
こ
と
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
宴
席
で
酔
わ
な
い
朝
臣
を
取
り
締
ま
る
官
と
い
う
。
朝
儀
の
際
に
「
御
史
」
が
非
違
者
を
取
り
締
ま
っ
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
『
史
記
』
劉
敬
叔
孫
通
伝
に
も
「
御
史
執
法
挙
不
如
儀
者
輒
引
去
。
…
…
於
是
高
帝
曰
、
吾
迺
今
日
知
為
皇
帝
之
貴
也
。」
と
見
え
る
。
な
お
『
詩
』
賓
之
初
筵
に
「
凡
此
飲
酒
、
或
酔
或
否
。
既
立
之
監
、
或
佐
之
史0
。
彼
酔
不
臧
、
不
酔
反
恥
。」
と
あ
る
。
（
14
）　
『
通
典
』
侍
御
史
に
「『
漢
旧
儀
』
曰
、
漢
御
史
、
員
四
十
五
人
、
皆
六
百
石
。」
と
あ
り
、
張
家
山
漢
簡
『
二
年
律
令
』
に
も
「
御
史
、
比
六
百
石
、
相
□
。」
と
見
え
る
（
文
物
出
版
社
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡 
二
四
七
号
墓
』
二
〇
〇
一
年
）。
 
　
櫻
井
芳
郎
「
御
史
制
度
の
形
成
（
上
）」（「
東
洋
学
報
」
二
三
―
二
、
一
九
三
六
年
）
は
「
御
」
字
を
「
侍
」
と
解
し
て
戦
国
時
代
の
御
史
を
「
王
側
に
侍
る
記
事
の
職
」
と
し
、
大
庭
脩
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』（
創
文
社
、一
九
八
二
年
）
も
「
御
史
は
戦
国
時
代
よ
り
み
ら
れ
、
王
に
侍
御
す
る
史
で
、
お
の
ず
か
ら
文
書
を
取
扱
う
官
と
な
っ
た
。」
と
い
う
。
（
15
）　
た
と
え
ば
『
史
記
』
刺
客
列
伝
に
「
荊
軻
逐
秦
王
、
秦
王
環
柱0
而
走
。
…
…
秦
法
、
群
臣
侍
殿
上
者
不
得
持
尺
寸
之
兵
、
諸
郎
中
執
兵
皆
陳
殿
下
、
非
有
詔
召
不
得
上
。」
と
あ
る
（『
戦
国
策
』
燕
策
等
に
も
類
文
が
見
え
る
）。
（
16
）　
張
蒼
は
「
計
相
」
と
な
っ
た
翌
月
に
列
侯
た
る
を
以
て
「
主
計
」
と
さ
れ
た
が
、『
史
記
索
隠
』
は
こ
れ
を
「
此
蓋
権
時
立
号
也
」
と
す
る
。
諸
侯
に
実
務
を
行
わ
せ
る
た
め
方
便
と
し
て
職
名
を
高
く
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。「
柱
下
史
」
も
同
様
に
臨
時
的
な
雅
称
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
17
）　
如
淳
は
「
方
、
板
也
。
謂
事
在
板
上
者
也
。」
と
し
「
或
曰
、
四
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文
書
也
。」
と
い
う
異
説
を
引
く
（『
漢
書
』
顔
注
引
。『
史
記
索
隠
』
は
「
板
」
を
「
版
」
に
作
る
）。
な
お
『
太
平
御
覧
』
百
七
十
九
に
引
く
『
後
漢
書
』
に
「
時
謂
東
観
為
老
氏
蔵
室
。
注
、
老
子
為
柱
下
史
、四
方
所
記
文
書
皆
帰
于
柱
下
。言
東
観
多
経
籍
。」と
あ
る
が（『
後
漢
書
』
竇
融
列
伝
注
等
に
も
類
文
あ
り
）、こ
れ
は
「
四
方
所
記
文
書
」
を
直
ち
に
「
経
籍
」
と
解
し
た
も
の
か
。
（
18
）　
前
掲
『
史
記
』
張
丞
相
列
伝
。
（
19
）　
『
九
章
算
術
』
劉
徽
序
に
「
往
者
暴
秦
焚
書
、
経
術
散
壊
。
自
時
厥
後
、
漢
北
平
侯
張
蒼
・
大
司
農
中
丞
耿
寿
昌
、
皆
以
善
算
命
世
。
蒼
等
因
旧
文
之
遺
残
、
各
称
刪
補
。」
と
あ
る
（『
四
部
叢
刊
』
景
孔
氏
微
波
榭
刊
本
）。
（
20
）　
『
漢
書
』
儒
林
伝
に
「
漢
興
、
北
平
侯
張
蒼
及
梁
太
傅
賈
誼
・
京
兆
尹
張
敞
・
太
中
大
夫
劉
公
子
、
皆
修
『
春
秋
左
氏
伝
』。」
と
あ
り
、
芸
文
志
春
秋
家
の
「
張
氏
微
十
篇
」
を
『
漢
書
疏
証
』
は
「
疑
張
蒼
」
と
す
る
。
な
お
張
蒼
の
著
書
に
つ
い
て
『
漢
書
』
芸
文
志
は
陰
陽
家
に
「
張
蒼
十
六
篇
」
を
録
し
、
張
周
趙
任
申
屠
伝
に
は
「
著
書
十
八
篇
、
言
陰
陽
律
暦
事
」
と
あ
る
。
ま
た
『
史
記
』
十
二
諸
侯
年
表
の
「
漢
相
張
蒼
、
暦
譜
五
徳
」
を
『
索
隠
』
は
「
案
、
張
蒼
著
『
終
始
五
徳
伝
』
也
。」
と
し
て
お
り
、張
蒼
に
春
秋
学
に
係
る
著
作
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
（
21
）　
『
左
伝
』
孔
疏
に
「
拠
劉
向
『
別
録
』
云
、
左
丘
明
授
曽
申
。
申
授
呉
起
。
起
授
其
子
期
。
期
授
楚
人
鐸
椒
。
鐸
椒
作
抄
撮
八
巻
、
授
虞
卿
。
虞
卿
作
抄
撮
九
巻
、
授
荀
卿
。
荀
卿
授
張
蒼
。
此
経
既
遭
焚
書
而
亦
廃
滅
。」
と
あ
る
。
（
22
）　
『
史
記
』
李
斯
列
伝
を
信
ず
れ
ば
、
李
斯
が
荀
子
の
も
と
を
辞
し
た
の
は
前
二
四
七
年
と
な
り
、こ
の
年
に
張
蒼
は
六
歳
程
度
と
な
る
。
（
23
）　
『
説
文
解
字
』
序
に
「
北
平
侯
張
倉
、
献
『
春
秋
左
氏
伝
』。」
と
あ
る
。（『
四
部
叢
刊
』
景
北
宋
刊
徐
鉉
本
）
（
24
）　
『
左
氏
』・『
穀
梁
』
の
経
文
に
「
季
孫
斯
叔
孫
州
仇
帥
師
城
啓0
陽
」
（
哀
公
三
年
）
と
あ
る
が
、『
公
羊
』
の
経
文
は
景
帝
の
諱
「
啓
」
を
避
け
て
「
季
孫
斯
叔
孫
州
仇
帥
師
城
開0
陽
」
と
す
る
（
一
般
に
『
公
羊
』・『
穀
梁
』
は
今
文
、『
左
伝
』
は
古
文
だ
と
さ
れ
る
が
、
経
文
の
み
を
比
較
す
れ
ば
『
穀
梁
』
は
『
公
羊
』
よ
り
む
し
ろ
『
左
伝
』
に
近
い
）。
ま
た
『
公
羊
伝
』
哀
公
六
年
に
「
開0
之
、
則
闖
然
公
子
陽
生
也
。」
と
あ
る
が
、『
史
記
』
斉
太
公
世
家
や
田
敬
仲
世
家
は
同
じ
記
事
を
「
発0
橐
、
出
陽
生
。」
と
作
り
、
い
ず
れ
も
「
啓
」
を
避
け
て
改
め
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
（
25
）　
『
荘
子
』
外
物
・『
戦
国
策
』
楚
策
な
ど
。
（
26
）　
『
初
学
記
』
人
部
上
引
『
孝
子
伝
』
に
「
老
莱
子
至
孝
、
奉
二
親
、
行
年
七
十
、
著
五
綵
褊
襴
衣
、 
弄
鶵
鳥
於
親
側
」
と
あ
る
（『
古
香
斎
袖
珍
十
種
』
本
）。
な
お
『
芸
文
類
聚
』
二
十
引
『
列
女
伝
』
に
も
類
文
が
見
え
る
。
（
27
）　
『
隸
釈
』
武
梁
祠
堂
画
像
（『
四
部
叢
刊
三
編
』
景
万
暦
刊
本
）。
（
28
）　
『
史
記
』
張
丞
相
列
伝
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
 
　
　
 
蒼
之
免
相
後
、
老
、
口
中
無
歯
、
食
乳
、
女
子
為
乳
母
。
妻
妾
以
百
数
、
嘗
孕
者
不
復
幸
。
蒼
年
百
有
余
歳
而
卒
。
 
　
景
帝
の
前
五
年
（
前
一
五
二
年
）
に
「
百
有
余
歳
」
な
ら
ば
、
張
蒼
の
生
年
は
秦
の
昭
襄
王
五
十
五
年
（
前
二
五
二
年
）
以
前
で
、
劉
邦
の
挙
兵
時
す
で
に
四
十
代
の
半
ば
だ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
も
し
張
蒼
が
晩
年
そ
の
年
齢
を
過
大
に
称
し
た
と
し
て
も
、
挙
兵
時
に
二
十
117 老子を「柱下の史」とする説について（井上）
代
前
半
以
下
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
（
29
）　
『
抱
朴
子
』
至
理
篇
（『
四
部
叢
刊
』
景
明
魯
藩
刊
本
）。
人
乳
は
仙
薬
・
秘
薬
と
さ
れ
（『
宋
書
』
何
尚
之
伝
等
）、
ま
た
『
二
十
四
孝
』
に
は
自
分
の
乳
で
老
姑
を
養
っ
た
嫁
の
話
が
見
え
る
。
た
だ
し
『
史
記
』・『
漢
書
』
に
拠
る
限
り
、
張
蒼
が
人
乳
を
常
飲
し
た
の
は
長
寿
の
手
段
で
は
な
く
長
寿
の
結
果
（
老
い
て
歯
を
失
っ
た
た
め
）
と
さ
れ
る
。
（
30
）　
『
四
部
叢
刊
』
景
日
本
翻
宋
本
『
白
氏
長
慶
集
』。
（
31
）　
『
神
仙
伝
』
に
「
彭
祖
…
…
至
殷
末
世
、
年
七
百
六
十
歳
。
…
…
彭
祖
曰
、
僕
遺
腹
而
生
、
三
歳
失
母
、
遇
犬
戎
之
乱
、
流
離
西
域
、
百
有
余
年
。
加
以
少
怙
、喪
四
十
九
妻
、失
五
十
四
子
、」
と
あ
る
（
文
淵
閣
『
四
庫
全
書
』
本
）。
